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【事業所概要（事業所記入） 平成 24 年度
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訪問調査日 平成　２４年　８月　１０日

コスモスガーデンは開設以来「利用者の個別性介護を大切にする」を目標に運営してきまし
た。「職員は自分が働く8時間を利用者の24時間の生活に合わせ介護サービスを提供する」こ
の考えをもとにして、個人の生活習慣を守るようにしています。声の掛け方も「指示」「命令」
「強制」「強要」は絶対に避ける。日常生活においても、就寝、起床時間などの規則はありませ
ん。疑似家族になれるように介護者と利用者の関係を築く努力をしています。家族様にも施設
の行事に参加しやすいように工夫しています。認知症のことを知らないために利用者に迷惑
をかけないよう、月に一回「認知症」の勉強会を実施しています。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
母体には医療機関があり、近隣に介護老人保健施設も運営している医療法人です。ホームの運営方
針である「家庭的な環境のもとで、心身の特性をふまえ、尊厳ある自立した日常生活を営む」をもとに、
分かりやすく４つの介護理念として掲げ、全職員で共通認識しています。理念の１つ１つを毛筆で書
き、居間の壁に掲示して職員や利用者・家族が違和感なく理解を得られる雰囲気にしています。管理
者は地域密着型の意義を理解し、住宅街の中にあるホームに誰でも訪れやすいよう、日中玄関をオー
プンにしています。散歩時には地域の商店を利用するなど、「地域の中のグループホーム」を目指して
います。２ユニットを全職員でケアする体制を整え、ケア方針を統一し、家族からは「どの職員も同じ対
応ができ、母体が医療機関であることも安心」と喜ばれています。
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評価結果市町村受理日平成　２４年　７月　２０日 平成　２４年　９月　２４日

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

3. たまに

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての利用者が

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

1 社会福祉法人大阪府社会福祉協議会　福祉サービス第三者評価センター
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自己評価および外部評価結果 

自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

Ⅰ.理念に基づく運営 

1 1 

○理念の共有と実践 

地域密着型サービスの意義をふまえた

事業所理念をつくり、管理者と職員は、

その理念を共有して実践につなげてい

る 

オープン以来 4 つの介護理念をもとに

お世話する際の判断基準にしている。

職員利用者がいつでも見られるように

廊下に調度品のように掲示、問題が発

生した時などカンファレンスで介護理

念を再確認、原点に立ち返り方向性を

決めている。 

 

ホームの運営方針である「家庭的な環

境のもとで、心身の特性をふまえ、尊

厳ある自立した日常生活を営む」を基

に、分かりやすく４つの介護理念を掲

げてカンファレンス等で確認し、管理者

と職員は共有して実践に繋げていま

す。理念の１つ１つを毛筆で書き、簾に

貼付し、廊下の壁に掲示して、職員や

利用者・家族が違和感なく理解が得ら

れるような雰囲気を作っています。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

2 2 

○事業所と地域とのつきあい 

利用者が地域とつながりながら暮らし続

けられるよう、事業所自体が地域の一

員として日常的に交流している 

地域密着型サービスになったことによ

り地元の利用者が入居する機会が増

え、常時近隣の住民、友達などが訪ね

て来られ楽しいひと時を過ごしている。

また、玄関もオープンでいつでもだれ

でも入ってきやすい雰囲気になってい

る。散歩に出た時に出会った人との挨

拶やスーパーへの食材購入時に同伴

して品物を選んでもらったり玄関先で

のお茶会を楽しんでいる。 

職員はホームが地域密着型であること

を認識し、利用者一人ひとりが地域の

住民として生活が続けられるような支

援をしています。地域の方が訪問しや

すい雰囲気を作り、玄関をオープンに

しています。地域の方とは、散歩時に

挨拶を交わし、花や畑で採れた野菜を

いただくこともあります。来訪者を友

人・家族のように迎え入れ、職員が利

用者と一緒にお茶を出すなど、利用者

が地域と繋がった暮らしを実感できる

ような支援を心がけています。看護学

校の学生の実習受け入れや、地域住

民の施設見学も随時受け入れをして

います。職員は、利用者の状態の変化

により地域行事への参加機会が少なく

なり、地域住民との交流の場が減った

ことを認識しています。 

 

 

今後は、近隣行事の情報収集にインター

ネット等も活用し、利用者一人ひとりにあ

った行事に参加できるよう検討していま

す。今後の取り組みが期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3  

○事業所の力を活かした地域貢献 

事業所は、実践を通じて積み上げてい

る認知症の人の理解や支援の方法を地

域の人々に向けて活かしている 

 

 

地元の社協をはじめ「家族の会」から

の要請を受け認知症ケアに 30 年来携

わっているホーム長が認知症を持つ家

族参加の講演会に出向きアドバイスな

どを行っている。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

4 3 

○運営推進会議を活かした取り組み 

運営推進会議では、利用者やサービス

の実際、評価への取り組み状況等につ

いて報告や話し合いを行い、そこでの意

見をサービス向上に活かしている 

今年度より地域包括支援センターの職

員さんがメンバーに加わってくれるよう

になった。1 月に入居された利用者が

たまたま担当のケアマネだった。その

ような繋がりを利用して地域での認知

症高齢者の情報を共有して意見交換

し地域との繋がりを強くしていく。 

 

 

運営推進会議の規約・規程を作成し、

参画メンバーは利用者、家族、地区民

生委員、市職員、地域包括支援センタ

ー職員、職員で構成し、２ヵ月に１回開

催しています。会議では利用者の状況

報告、行事報告、研修報告等を行って

います。会議はオープンに開催してお

り、利用者は自由に参加ができるよう

になっています。運営推進会議では地

域メンバーからの意見が少ないため、

近隣のグループホームと会議方法に

ついて意見交換を行う等、地域と繋が

る方法を工夫し、取り組んでいます。 

 

 

運営推進会議の規約は作成しています

が、守秘義務について記載されていない

状況です。今後は、規程・規約に守秘義

務について記載されてはいかがでしょう

か。 

5 4 

○市町村との連携 

市町村担当者と日頃から連絡を密に取

り、事業所の実情やケアサービスの取り

組みを積極的に伝えながら、協力関係

を築くように取り組んでいる 

運営推進委員会を通じて市職員と顔

みしりになり、当事業所の方針現状は

理解していただいていると思う。見学に

こられる中で住所地の問題などで市職

員に連絡協力してもらっている。又行

政の新しい情報をもらっている。 

 

 

市の担当者とは日頃から密に連絡を

取り、相談できる関係を築き、運営推

進会議の参画メンバーにもなっていま

す。事故報告や外部評価結果は報告

できる体制があります。職員は、近隣

の市町村にある介護者家族の会から

認知症の講演会について講師依頼を

受ける等、市内だけではなく、他市町

村との連携にも取り組んでいます。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

6 5 

○身体拘束をしないケアの実践 

代表者および全ての職員が「指定地域

密着型サービス指定基準及び指定地域

密着型介護予防サービス指定基準にお

ける禁止の対象となる具体的な行為」を

正しく理解しており、玄関の施錠を含め

て身体拘束をしないケアに取り組んでい

る 

 

オープン以来身体拘束はしたことがな

い。職員が人的環境を整え、症状を緩

和するよう努力している。また認知症

の周辺症状の対応を事例を通し勉強

会を行っている。その結果拘束するよ

うなことはなかった。 

身体拘束をしない介護についてのマニ

ュアルを作成し、年１回は全職員を対

象にした研修を行っています。家族に

は重要事項説明書に記載し、入居時

に同意を得ています。日中の時間帯は

玄関を開錠しています。職員は利用者

一人ひとりの行動を把握し、出かけよ

うとする方にはさりげなく寄り添い、玄

関先のベンチで会話を楽しむなどの支

援を行っています。 

 

 

 

 

7  

○虐待の防止の徹底 

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連

法について学ぶ機会を持ち、利用者の

自宅や事業所内での虐待が見過ごされ

ることがないよう注意を払い、防止に努

めている 

「身体拘束をしない介護」の理念・方針

を掲げ、マニュアルを作成している。毎

日お世話する中で身体拘束につなが

る可能性のある行為などあれば、カン

ファレンスで事例検討勉強会をしてい

る。 

  

8  

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事

業や成年後見制度について学ぶ機会を

持ち、個々の必要性を関係者と話し合

い、それらを活用できるよう支援してい

る 

法人内研修、外部研修など積極的に

参加している。家族から相談があれば

その都度対応している。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

9  

○契約に関する説明と納得 

契約の締結、解約また改定等の際は、

利用者や家族等の不安や疑問点を尋

ね、十分な説明を行い理解・納得を図っ

ている 

契約前には、当ホームのサービスでお

世話が可能か本人と面談している。家

族、本人にもできるだけ施設を見学し

て頂き、不安や疑問など話し合いを重

ね納得していただいてから契約してい

る。 

 

 

 

 

  

10 6 

○運営に関する利用者、家族等意見の

反映 

利用者や家族等が意見、要望を管理者

や職員ならびに外部者へ表せる機会を

設け、それらを運営に反映させている 

 

玄関に意見箱を設置している。家族さ

んが面会時には現況報告している。ま

た家族さんとの日常会話の中で情報を

得るようにしている。又小さなことでも

苦情受付で処理、職員全員に周知して

再発防止に繋げている。 

 

意見箱を玄関に設置し、家族が意見

や要望を表出できるように支援してい

ます。職員は、家族の面会時に会話の

中から思いや意見を聞き取るように努

めています。映画が好きだった方に、

近隣の図書館からＤＶＤをレンタルし、

ホームで鑑賞を行ったことをきっかけ

に、家族から家で使っていたＤＶＤデッ

キを寄付してもらい、利用者に喜ばれ

ています。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

11 7 

○運営に関する職員意見の反映 

代表者や管理者は、運営に関する職員

の意見や提案を聞く機会を設け、反映さ

せている 

 

 

 

1 か月に 1 回全員出勤でカンファレンス

を実施、個別カンファレンス・業務カン

ファレンスなど話せる機会を設けてい

る。またその都度職員の声は真摯に

受け止め対応している。 

月１回のフロア会議は全職員が参加

し、管理者は職員の意見や提案を聞く

機会を設けています。会議での職員か

らの提案で、入浴中は浴室入り口に暖

簾をかけるようになった事例がありま

す。アセスメントでは聞き取りができて

いなかった方の家族より「食事を残し

ているのでは」と意見があり、職員は１

ヵ月間、嗜好や食事量を経過観察し、

嗜好の把握や義歯確認チェック表の作

成に繋がった事例があります。 

 

 

 

12  

○就業環境の整備 

代表者は、管理者や職員個々の努力や

実績、勤務状況を把握し、給与水準、労

働時間、やりがいなど、各自が向上心を

持って働けるよう職場環境・条件の整備

に努めている 

介護処遇改善に取り組み、給与水準

の向上・介護用具を購入し、職場環境

を整え各自が向上心を持って働けるよ

うに努力している。 

  

13  

○職員を育てる取り組み 

代表者は、管理者や職員一人ひとりの

ケアの実際と力量を把握し、法人内外

の研修を受ける機会の確保や、働きな

がらトレーニングしていくことを進めてい

る 

法人内外の研修に積極的に参加を促

している。サービスの質の向上を目指

し、認知症介護実践者研修にも推薦、

随時参加している。 

新しい事例があればその都度話し合

い勉強会の機会としている。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

14  

○同業者との交流を通じた向上 

代表者は、管理者や職員が同業者と交

流する機会を作り、ネットワークづくりや

勉強会、相互訪問等の活動を通じて、

サービスの質を向上させていく取り組み

をしている 

グループホーム協会に加入しており、

定例会など積極的に参加している。ま

た家人に出している近況報告（ガーデ

ンの四季）などを定期的に発送してい

る。他のグループホームとも情報交換

し交流している。 

 

 

  

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 

15  

○初期に築く本人との信頼関係 

サービスを導入する段階で、本人が困っ

ていること、不安なこと、要望等に耳を

傾けながら、本人の安心を確保するため

の関係づくりに努めている 

入居契約する前に本人と面談し、入居

後の不安など傾聴している。共に不安

や問題を解消していけるように協力体

制を整えている。 

  

16  

○初期に築く家族等との信頼関係 

サービスを導入する段階で、家族等が

困っていること、不安なこと、要望等に

耳を傾けながら、関係づくりに努めてい

る 

家族が相談に来られた時、家族が不

安に思っていること、困っていることに

耳を傾け、できる限り家族の要望に応

えられるよう努力している。 

  

17  

○初期対応の見極めと支援 

サービスを導入する段階で、本人と家族

等が「その時」まず必要としている支援

を見極め、他のサービス利用も含めた

対応に努めている 

施設見学相談に来られた時は、本人

や家族の状況、何を必要としているか

を見極め他のサービス利用も含め情

報を提供している。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

18  

○本人と共に過ごし支えあう関係 

職員は、本人を介護される一方の立場

におかず、暮らしを共にする者同士の関

係を築いている 

 

 

 

疑似家族としてガーデンの家事労働な

ど共にしている。お手伝いをしてもらっ

た後には必ず謝辞を言っている。その

中で利用者より教えられることもある。

その教えられたことに対し尊敬・感謝

の気持ちを表し良い関係を保ってい

る。 

  

19  

○本人を共に支えあう家族との関係 

職員は、家族を支援される一方の立場

におかず、本人と家族の絆を大切にし

ながら、共に本人を支えていく関係を築

いている 

 

 

家人が来設時、家族さんの話には真

摯に耳を傾けるよう努力している。そん

な中で家族のこだわり苦しみを受け止

め家族と一緒に利用者が幸せに暮らし

てもらえるよう考えている。また面会が

少ない利用者も淋しくないような対応を

心がけている。 

 

  

20 8 

○馴染みの人や場との関係継続の支

援 

本人がこれまで大切にしてきた馴染み

の人や場所との関係が途切れないよ

う、支援に努めている 

近隣の人や馴染みの人が訪ねてきや

すいよう、明るい声掛け、利用者に代

わりお茶を出しもてなしている。 

ホームの玄関は、オープンにして近隣

の方や馴染みの方が訪ねやすい雰囲

気にしています。職員は、母体法人の

病院に併設する理容室を利用し、利用

者が理美容室の雰囲気を楽しめるよう

な支援に努めています。家族の協力を

得て、いきつけの美容室に行く方もい

ます。以前住んでいた地域の知人が

訪ねて来る方がいます。利用者で華道

の先生だった方に、弟子が訪問し会話

を楽しむこともあります。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

21  

○利用者同士の関係の支援 

利用者同士の関係を把握し、一人ひと

りが孤立せずに利用者同士が関わり合

い、支え合えるような支援に努めている

個別性を把握しトラブルになりやすい

利用者同士の場合、トラブルになる前

に職員が介入するよう努力している。

孤立傾向にある利用者には職員が寄

り添い輪の中に入れるように誘導して

いる。 

 

 

 

 

  

22  

○関係を断ち切らない取り組み 

サービス利用（契約）が終了しても、これ

までの関係性を大切にしながら、必要に

応じて本人・家族の経過をフォローし、

相談や支援に努めている 

専門的治療が必要で入院されても、入

院先の主治医と面談し、今後の方向性

の相談等支援している。退居された利

用者の家族が相談に来られた時など

も情報を提供している。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 

23 9 

○思いや意向の把握 

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意

向の把握に努めている。困難な場合

は、本人本位に検討している 

早朝に目が覚めるため、朝ごはんを 5

時に希望される利用者さんがあり実践

している。その都度訴えや思いに柔軟

に対応している。 

職員は、１・２階共同でケアを行い、全

職員が利用者一人ひとりの状況を把

握できるような勤務体制と取っていま

す。そのため、「どの職員も、全ての家

族に同じ対応ができるので安心」と家

族には喜ばれています。入居前から早

朝に起床する習慣があった利用者に

朝食の時間を変えて支援を行った事

例や、一人でゆっくり食事をしたいと希

望する利用者に個別に対応をした事

例があります。食事コントロールが必

要な疾患のある利用者に、おやつの

時間に散歩や入浴ケアを行い、病気

の進行に配慮した支援を実施した事例

があります。 

 

24  

○これまでの暮らしの把握 

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし

方、生活環境、これまでのサービス利用

の経過等の把握に努めている 

入居前に訪問し本人の生活歴や家族

の希望を確認している。入居後も家族

さんと会話する中で情報を収集してい

る。 

  

25  

○暮らしの現状の把握 

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状

態、有する力等の現状の把握に努めて

いる 

利用者個々の生活習慣を把握しケア

プランに組み込んでいく。変化とか新し

い情報を得ればすぐに対応し、対策を

立てサービス表に反映させている。介

護者が変わっても同じサービスが提供

できるようにしている。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

26 10 

○チームでつくる介護計画とモニタリン

グ 

本人がより良く暮らすための課題とケア

のあり方について、本人、家族、必要な

関係者と話し合い、それぞれの意見や

アイデアを反映し、現状に即した介護計

画を作成している 

毎月１回全員出勤日を作りカンファレ

ンスを実施、ケアプランを基に意見交

換し個別性を出している。介護サービ

ス表の更新は 1 か月ごとだがその日に

変化があればすぐに修正対応してい

る。 

 

計画作成者は毎月１回カンファレンス

を行い、全職員間で意見交換し介護計

画を作成しています。モニタリングは月

１回、アセスメントは３ヵ月に１回実施

し、必要があれば、その都度介護計画

は見直しています。介護計画は家族の

同意を得て作成していますが、家族か

ら要望があった場合は、その都度相談

し、介護計画に反映しています。 

 

 

 

 

27  

○個別の記録と実践への反映 

日々の様子やケアの実践・結果、気づ

きや工夫を個別記録に記入し、職員間

で情報を共有しながら実践や介護計画

の見直しに活かしている 

 

 

毎月のカンファレンスでケアプランを基

に意見交換し情報共有に努めている。

家族からの日々の情報、心身の観察

事項、毎日の行動を「個人情報ファイ

ル」「業務日誌」「カーデックス」「サービ

ス表」等に記録、情報を共有しケアプラ

ンに繋げている。 

 

  

28  

○一人ひとりを支えるための事業所の

多機能化 

本人や家族の状況、その時々に生まれ

るニーズに対応して、既存のサービスに

捉われない、柔軟な支援やサービスの

多機能化に取り組んでいる 

病院受診の場合、原則は家族さんに

行ってもらうのが基本だが、キーパー

ソンが高齢で闘病中に、利用者さんに

専門病院受診の必要性が出た場合な

ど施設職員が同行し援助している。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

29  

○地域資源との協働 

一人ひとりの暮らしを支えている地域資

源を把握し、本人は心身の力を発揮し

ながら安全で豊かな暮らしを楽しむこと

ができるよう支援している 

施設が利用者さんの地元であるため、

親戚、知人、友人、馴染みの方々が頻

繁に面会に来て下さっている。「地域

資源との協働」までの取り組みは実践

できていない。 

  

30 11 

○かかりつけ医の受診支援 

受診は、本人及び家族等の希望を大切

にし、納得が得られたかかりつけ医と事

業所の関係を築きながら、適切な医療

を受けられるように支援している 

かかりつけ医のある利用者は入居時

に把握し、家族の希望があれば家族

同伴で受診してもらっている。当施設

では母体である木島病院で認知症専

門の主治医がいることを説明し、家族

の希望があれば定期的に職員が同伴

し受診している。 

異変を認めた時や急変時には当病院

を受診している。専門病院の受診が必

要と判断された場合は家族の希望を

確認し専門病院に受診してもらってい

る。 

地域のかかりつけ医には家族の協力

を得て受診に繋げ、受診の際は情報

提供を行っています。同一法人の医療

機関に認知症専門外来があり、受診

する利用者がいます。本人の状態によ

っては医師が往診に来てくれることも

あります。家族が対応できない利用者

には職員が同行して受診しています。

週１回、歯科医の往診があり、希望す

る利用者は受診が可能です。緊急時

の対応は同一法人の医療機関と連携

ができています。「母体が医療機関で

安心」と、家族にも喜ばれています。 

 

 

 

31  

○看護職との協働 

介護職は、日常の関わりの中でとらえた

情報や気づきを、職場内の看護職や訪

問看護師等に伝えて相談し、個々の利

用者が適切な受診や看護を受けられる

ように支援している 

ホーム長が看護師なので何かあれば

すぐに報告指示を受けている。必要が

あれば通院介助にて木島病院外来受

診している。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

32  

○入退院時の医療機関との協働 

利用者が入院した際、安心して治療で

きるように、又、できるだけ早期に退院

できるように、病院関係者との情報交換

や相談に努めている。あるいは、そうし

た場合に備えて病院関係者との関係づ

くりを行っている 

専門の治療が必要になった場合、受

診時職員同行し現状説明をしている。

入院治療が必要で入院した場合も面

会に行ったり入院先の主治医と面談し

たり本人家族の望む方向性が出せる

よう協力している。 

 

  

33 12 

○重度化や終末期に向けた方針の共

有と支援 

重度化した場合や終末期のあり方につ

いて、早い段階から本人・家族等と話し

合い行い、事業所でできることを十分に

説明しながら方針を共有し、地域の関

係者と共にチームで支援に取り組んで

いる 

ケアプラン説明時に当施設でお世話で

きる限界を説明、家族の意向を確認し

ている。また状況に変化があった場

合、ホーム長（看護師）を交え面談した

り必要があれば主治医との面談を繰り

返し当施設で少しでも長く生活を継続

できるよう検討し利用者・家族の意向

を大切にしている。 

 

ホームで看取りを行っていませんが、

重度化や終末期のケアについては早

い段階から家族と話し合い、緊急時連

絡先等を確認しています。利用者の状

態に応じて、ホームが終末期にできる

ことを説明し、本人・家族の意向を大

切にしながら方針を共有し支援してい

ます。主治医より「胃ろうが必要でホー

ムでの生活は難しい」と助言があった

方に家族の意向を汲み、受け入れの

継続について、職員はカンファレンスを

行い、食事介助の方法を工夫し、ホー

ムでの生活が続けられた事例がありま

す。 

 

34  

○急変や事故発生時の備え 

利用者の急変や事故発生時に備えて、

全ての職員は応急手当や初期対応の

訓練を定期的に行い、実践力を身に付

けている 

基本的には初期対応は常日頃より周

知している。次に母体である木島病院

と連携体制ができているので、昼夜と

も受診往診で医師の指示を受けること

ができる。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

35 13 

○災害対策 

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜

を問わず利用者が避難できる方法を全

職員が身につけるとともに、地域との協

力体制を築いている 

年 2 回の消防訓練を実施している。ま

た木島病院と連携、協力体制ができて

いる。災害の発生時に備えて食料や

飲料水、寒さをしのげるような物品を

準備している。 

防災マニュアルを作成し、年２回避難

訓練を実施しています。うち１回は消

防署の指導で行っています。自主訓練

は母体法人の医療機関、近隣の法人

グループの事業所と協力して、地域住

民の了解を得て行っています。職員は

災害時に備えて、常時冷蔵庫に２日分

の食糧を備蓄するように心かけていま

す。 

 

Ⅳ.その人らしい暮らしを続けるための日々の支援 

36 14 

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確

保 

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプラ

イバシーを損ねない言葉かけや対応を

している 

日頃から指示・命令・強要はしない対

応を職員全員に周知徹底している。カ

ンファレンスで人格の尊重やプライバ

シーを損なわない言葉かけ、個人情報

守秘義務についても再確認している。 

マニュアルを作成し、職員研修を行っ

ています。職員は、日々のケアの中

で、接遇やプライバシーを損ねない言

葉使いなどを認識して支援を行ってい

ます。名前の呼称は本人や家族と相

談し、人格の尊重に配慮した対応を実

践しています。特定の職員へ洗濯の依

頼をしていた方に、本人と職員で話し

合い、職員と一緒に洗濯機の使用方

法を確認し、物干し竿に干すなどの支

援に取り組んだ事例があります。職員

は、利用者の残存能力を活かして、そ

の人らしく生きがいのある暮らしができ

るような対応を心掛けています。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

37  

○利用者の希望の表出や自己決定の

支援 

日常生活の中で本人が思いや希望を表

したり、自己決定できるように働きかけ

ている 

共に生活する中で利用者さんとのコミ

ュニケーションを大事に会話の中で利

用者さんの気持ちや希望を聞き出すよ

うにしている。その情報は申し送りやカ

ンファレンスで話し合い早期に対応し

ていくよう心掛けている。 

 

  

38  

○日々のその人らしい暮らし 

職員側の決まりや都合を優先するので

はなく、一人ひとりのペースを大切にし、

その日をどのように過ごしたいか、希望

にそって支援している 

 

 

介護者の業務の都合で動くのではな

く、利用者さんの 24H に私たちの労働

時間である 8H を合わるようカンファレ

ンスなど機会あるごとに話し合ってい

る。介護業務の裏には介護の心があ

るということを意識し業務優先にならな

いように利用者一人ひとりのペースを

大切にしている。 

 

 

  

39  

○身だしなみやおしゃれの支援 

その人らしい身だしなみやおしゃれがで

きるように支援している 

月に一度行きつけの美容院へ家人と

行っている利用者がいる。自分で意思

表示できない利用者には家人さんから

情報を聞き、職員同伴で法人の散髪

屋さんに行っている。 

行事の時などは女性の方にお化粧を

楽しんでいただいている。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

40 15 

○食事を楽しむことのできる支援 

食事が楽しみなものになるよう、一人ひ

とりの好みや力を活かしながら、利用者

と職員が一緒に準備や食事、片付けを

している 

 

 

介護者は利用者と同じ目線で食事を

共にして楽しい雰囲気作りを心掛けて

いる。食事メニュー作り、買い物、料理

など一緒に行っている。利用者個別の

力を見極めながら参加してもらえるよう

声かけしている。手伝って戴いた後に

は必ず謝辞を言い、介護理念にある役

に立っていることを感じてもらえるよう

な対応をしている。 

調理はホームで行い、メニューは利用

者と相談して職員が２週間に毎に決め

ています。誕生日には、利用者本人が

好きなメニューを提案できる体制があ

ります。利用者用のまな板と包丁を準

備し、個々の能力に応じて、それぞれ

ができる事に参加しています。昔、調

理をしていた男性の利用者にも料理を

してもらい、食事に楽しんで参加がで

きる支援を行っています。職員は同じ

食卓で一緒に食べ、和やかな雰囲気

の中で、利用者は自分のペースで、会

話を楽しみながら食事をしています。

一人で食事を楽しみたい方にはカウン

ターを使い、職員が対面で見守り、視

野に入れながらさりげない気配りをし

ています。職員は、自力で食事摂取が

できない方にも一緒にテーブルで、食

事を楽しめるように会話への参加を促

し、支援を実践しています。 

 

 

41  

○栄養摂取や水分確保の支援 

食べる量や栄養バランス、水分量が一

日を通じて確保できるよう、一人ひとり

の状態や力、習慣に応じた支援をして

いる 

摂取量にムラがある利用者はサービ

ス表に記入観察し問題があれば主治

医に相談している。BMI や利用者の状

態に応じ、食事提供量・食事の形態・

食事時間などを配慮している。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

42  

○口腔内の清潔保持 

口の中の汚れや臭いが生じないよう、

毎食後、一人ひとりの口腔状態や本人

の力に応じた口腔ケアをしている 

 

毎食後、利用者に応じた方法で口腔ケ

アを実践している。また本人・家族さん

が希望すれば週一回歯科往診にきて

もらっているので歯科衛生士のよる口

腔ケアを受けている。 

 

 

  

43 16 

○排泄の自立支援 

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、

一人ひとりの力や排泄パターン、習慣を

活かして、トイレでの排泄や排泄の自立

にむけた支援を行っている 

 

尿意便意のない利用者にもトイレ誘導

しトイレでの排泄を促している。一人ひ

とりの個別性を大事にし、定時トイレ誘

導と代償性行為を見逃さずトイレ誘導

している。そうすることで失敗を減らせ

るよう努力している。 

職員は、トイレで排泄ができるような対

応を心がけています。一人ひとりの排

泄パターンを把握し、定期的なトイレ誘

導を行っています。訴えのない方にも

２時間毎に声をかけ、排泄の失敗を減

らし、本人の自尊心を傷つけないよう

な支援に結び付けています。排泄が自

立している利用者には一日１回、衛生

状態の確認を行っています。 

 

 

 

 

44  

○便秘の予防と対応 

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲

食物の工夫や運動への働きかけ等、

個々に応じた予防に取り組んでいる 

介護サービス表で排便の回数・性状・

食事摂取量・水分摂取量・活動量など

を把握し便コントロールをしている。状

況により看護師・主治医と相談しなが

ら排便調整をしている。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

45 17 

○入浴を楽しむことができる支援 

一人ひとりの希望やタイミングに合わせ

て入浴を楽しめるように、職員の都合で

曜日や時間帯を決めてしまわずに、

個々にそった支援をしている 

入浴を楽しみにしている利用者には毎

日入浴してもらっている。好きでない利

用者にもタイミング、声の掛け方を工

夫し入浴を促している。 

入浴は希望者には毎日可能な体制が

あります。浴室には利用者一人ひとり

が好みのシャンプーを備えています。 

職員は、本人の羞恥心や抵抗感に配

慮し、同性介助での入浴を心がけてい

ます。同時に介護職として利用者に違

和感や負担を有さないケアを工夫し、

取り組んでいます。職員は、入浴を清

潔保持だけとは考えず、利用者が「安

心して楽しめる、リラックスできる場」と

して季節毎に工夫し、ゆず湯等を試み

ています。入浴を好まれない方に、信

頼関係のある職員が声かけを行い、

入浴に繋がった事例があります。 

 

 

 

46  

○安眠や休息の支援 

一人ひとりの生活習慣やその時々の状

況に応じて、休息したり、安心して気持

ちよく眠れるよう支援している 

 

毎日入浴後、お昼寝する利用者がい

る。また休息が必要な利用者には個別

性を把握しているので必要に応じてベ

ッド臥床してもらっている。夜間に眠れ

ない利用者とか徘徊している利用者が

いれば説得などはせず居間でお茶を

一緒に楽しんでもらい、安心できるよう

な環境を作るようにしている。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

47  

○服薬支援 

一人ひとりが使用している薬の目的や

副作用、用法や用量について理解して

おり、服薬の支援と症状の変化の確認

に努めている 

カーデックスには利用者個別に服用し

ている薬を記載している。薬の内容に

ついてはお薬の説明書を個別にファイ

ルしているのでいつでも確認すること

ができる。 

 

 

 

 

 

 

  

48  

○役割、楽しみごとの支援 

張り合いや喜びのある日々を過ごせる

ように、一人ひとりの生活歴や力を活か

した役割、嗜好品、楽しみごと、気分転

換等の支援をしている 

年間の季節の行事を立案し実践して

いる。家事労働に自主的に参加できる

ように環境を整えている。終了時には

必ず謝辞を言い利用者に達成感を味

わってもらう。また裏庭に畑を作り、農

業出身の利用者に指導を受けたり気

分転換に収穫したりしてもらっている。
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

49 18 

○日常的な外出支援 

一人ひとりのその日の希望にそって、戸

外に出かけられるよう支援に努めてい

る。又、普段は行けないような場所で

も、本人の希望を把握し、家族や地域の

人々と協力しながら出かけられるように

支援している 

 

法人の敷地内にある喫茶店に一緒に

行ったり、売店に出かけたりしている。

また、玄関先の庭でお茶会をして外の

空気を満喫気分転換してもらってい

る。 

住宅地にあり周囲には商店が少ない

ため、ホームの食料品の買物時は利

用者と一緒に大型スーパーへ出かけ、

好みの物を買う方がいます。母体法人

の病院にある売店や喫茶店へ出かけ

ています。利用者全員で近隣の公園

へ花見に参加した事例があります。重

度化で散歩が困難になった方にも玄

関先のベンチで季節を感じるなど、利

用者の五感を刺激する機会を設けて

います。職員は、今後、ホームの理念

である「その人らしく生きる環境の提

供」に鑑み、利用者の状態に応じて、

少人数から「外出の機会つくり」に取り

組んでいく方向を検討しています。 

 

 

50  

○お金の所持や使うことの支援 

職員は、本人がお金を持つことの大切さ

を理解しており、一人ひとりの希望や力

に応じて、お金を所持したり使えるよう

に支援している 

 

法人の催しものに参加時、好きなもの

を買うよう支援している。スーパーへも

一緒に行っているのでいつでも好きな

ものを買える。法人の喫茶店に出かけ

支払の支援をしている。 

  

51  

○電話や手紙の支援 

家族や大切な人に本院自らが電話をし

たり、手紙のやり取りができるように支

援している 

携帯電話を持っている利用者が 1 名い

る。公衆電話を設置しているので、い

つでもかけることができる。年末には

年賀状を書いてもらっている。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

52 19 

○居心地のよい共有空間づくり 

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、

食堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとっ

て不快や混乱をまねくような刺激（音、

光、色、広さ、温度など）がないように配

慮し、生活感を採り入れて、居心地よく

過ごせるような工夫をしている 

居間には観葉植物を置き、明るい生活

空間を出せるよう蛍光灯は暖色を使用

している。テーブルの上には「お菓子」

「季節の果物」を常設し飲み物も自由

に飲める。また季節の花も利用者に生

けてもらっている。 

共有空間の居間は明るく、広くゆったり

しています。奥に畳のスペースを設け

冬は掘りこたつとして使用、日常は利

用者が洗濯物をたたむスペースとして

活用しています。居間の角には観葉植

物を置き、植物の好きな利用者が毎日

水やりを行っています。中央には大き

なテーブルがあり、利用者が活けた

「生け花」や、季節の果物、お菓子など

が置いてあり、利用者は思い思いに居

心地よく過ごせる空間となっています。

柱の影にソファーを置き、一人になる

居場所の確保にも配慮しています。公

衆電話を設置し利用者が不安になった

時等、家族や知人等と自由に話ができ

るように支援しています。 

 

 

 

53  

○共用空間における一人ひとりの居場

所づくり 

共用空間の中で、独りになれたり、気の

合った利用者同士で思い思いに過ごせ

るような居場所の工夫をしている 

居間にはみんな座れる大きなテーブル

を置いている。それとは別に二人掛け

のソファ、長いすを置いているので状

況に合わせ利用してもらっている。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

54 20 

○居心地よく過ごせる居室の配慮 

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や

家族と相談しながら、使い慣れたものや

好みのものを活かして、本人が居心地

よく過ごせるような工夫をしている 

 

使いなれた家具やタンスを持ってきてく

れるようお願いしている。持ち込みの

少ない利用者にもカレンダーを飾った

り家族の写真を貼ったり配慮してい

る。 

居室にはエアコン、ベッド、机が整備さ

れています。室温の温度調整は職員

が設定していますが、利用者の身体に

配慮し、２６～２７度で確認をしていま

す。居室の壁には家族やペットの写

真、手作り作品を貼っている方がいま

す。趣味の物を持ち込み、自分の部屋

として居心地の良い空間をつくり、過ご

す利用者います。 

 

55  

○一人ひとりの力を活かした安全な環

境づくり 

建物内部は一人ひとりの「できること」

「わかること」を活かして、安全かつでき

るだけ自立した生活が送れるように工

夫している 

廊下やトイレなど各所必要な場所には

手すりが付いている。利用者に応じた

移動方法で誘導介助している。トイレ

にはトイレマークと三次元で分かるよう

立体的に花を飾っている。 
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